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■
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０
Ｊ
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ｑ
且
■
■
■
且
■
■
■
Ｕ
可
。
１
■
■
Ｊ
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■
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■
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き
ま
Ｌ
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
休
み
を

き
ま
り
が
ほ
し
ょ
う
す
る
安
全
な
生
活

潅
鰕
軸
連
絡
協
議
会

1

L

P ,

~一

■

●弓

身卜

楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。

一
ヶ
月
以
上
に
わ
た
る
長
い
夏
休
み
で

す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
解
放
的
に
な
り

生
活
も
乱
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
金
木
町
校
外
指
導
連
絡
協
議
会
（

会
挺
花
川
一
金
高
校
長
）
で
は
、
教

育
委
貝
会
と
小
・
中
．
高
の
先
生
方
が
、

児
童
会
や
生
徒
会
、
子
ど
も
会
な
ど
で

の
話
し
合
い
を
参
考
に
し
て
、
健
康
と

安
全
を
第
一
と
す
る
生
活
の
き
ま
り
を

つ
く
っ
て
、
児
童
・
生
徒
の
夏
休
み
の

生
活
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
・
父
母
の
み
な
さ
ん
、
子
ど
も
た

ち
が
、
夏
休
み
を
楽
し
く
す
ご
す
と
と

も
に
、
心
も
か
ら
だ
も
健
康
で
、
第
二

学
期
に
は
、
元
気
は
っ
ら
つ
と
登
校
で

き
ま
す
よ
う
こ
の
き
ま
り
を
よ
く
守
ら

せ
、
事
故
の
な
い
安
全
な
生
活
が
お
く

れ
る
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。◆

実
行
で
き
る
生
活
日
課
表
を
つ
く
り

規
則
正
し
い
生
活
を
お
く
り
ま
し
よ

岸
ハ
ノ
。

◆
早
寝
、
早
起
き
の
習
恢
を
身
に
つ
け

テ
レ
ビ
の
見
す
ぎ
を
つ
つ
し
も
う
。

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
放
送
の
ラ
ジ
オ
体
操
に

進
ん
で
参
加
し
よ
う
。

◆
朝
早
く
か
ら
友
達
を
た
ず
ね
、
遊
び

に
さ
そ
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

◆
進
ん
で
家
事
を
分
担
し
、
食
事
は
家

族
そ
ろ
っ
て
と
る
よ
う
に
し
よ
う
。

◆
先
生
と
相
談
し
て
、
無
理
や
無
駄
の

家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
い
家
庭
を

夏
休
み
を
活
か
す

学
習
計
画
を

◆
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
を
つ
つ
し
も

う
。
特
に
、
生
水
に
は
気
を
つ
け
ま

し
よ
』
っ
。

◆
手
洗
い
、
う
が
い
、
汗
ふ
き
は
め
ん

ど
う
が
ら
ず
に
励
行
し
よ
う
。

◆
入
浴
、
下
着
の
取
替
は
、
な
る
べ
く

多
く
、
睡
眠
は
充
分
に
と
り
ま
し
よ

Ｆ
『
〃
。

◆
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
休
み

を
利
用
し
て
医
者
に
み
て
も
ら
い
、

治
し
て
お
こ
う
。

な
い
計
町
を
た
て
よ
う
。

◆
課
題
は
早
め
に
完
成
す
る
よ
う
汁
画

し
、
不
得
意
教
科
の
お
く
れ
を
と
り

も
ど
す
よ
う
、
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画

を
た
て
よ
う
。

◆
夏
休
み
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
研
究

（
観
察
・
実
験
・
見
学
調
査
・
動
植

物
の
標
本
採
集
な
ど
）
を
、
ひ
と
つ

ぐ
ら
い
手
が
け
よ
う
。

◆
教
科
の
予
習
・
復
習
は
、
朝
の
涼
し

い
う
ち
に
終
り
、
午
後
は
自
由
研
究

に
あ
て
よ
う
。

◆
制
服
を
着
用
し
な
い
時
間
が
多
く
な

る
の
で
、
特
に
服
装
に
は
気
を
つ
か

い
、
乱
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

◆
外
出
の
時
は
、
場
所
・
帰
宅
予
定
時

刻
を
告
げ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
父
母
と
同
伴
の
時
以
外
は
、
み
だ
り

に
飲
食
店
に
出
入
り
し
な
い
よ
う
に

し
よ
う
。

外
出
・
服
装
の
心
得

夏
の
健
康
法

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く 〃
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◎
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に

◆
徒
歩
や
自
転
車
・
・
ハ
イ
ク
で
あ
っ
て

も
交
通
規
則
は
絶
対
に
守
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

◆
侶
号
無
視
、
車
の
面
汕
・
直
後
の
横

断
は
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
。

◆
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
や
二
人
乗
り

自
転
車
の
二
人
乗
り
、
並
進
は
絶
対

し
て
は
な
ら
な
い
。

◆
逆
路
で
の
遊
び
、
急
な
飛
び
出
し
は

や
め
よ
う
。

◆
施
設
の
な
い
金
木
町
で
は
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

圖⑥
①

⑨ で
健
康
な
生
活

～～

-伽ご～一
一

一
一
一
一

一へ

－－－

一

gZ
一
声宗弓

一

一
■
‐
恥
一

■
。

４
》
■
。
．

■
七
■
ｂ
凸

壺
》

》
●
Ｆ
●
●

０
●
ｓ

Ｐ
ｂ
ｌ
Ｐ

色色
も

◎
水
泳
に
つ
い
て

◆
金
木
町
で
は
、
プ
ー
ル
以
外
の
場
所

で
絶
対
泳
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

◆
プ
ー
ル
利
用
の
き
ま
り
と
時
間
は
必

ず
守
り
、
監
視
の
人
と
先
生
の
指
導

に
し
た
が
っ
て
、
楽
し
く
泳
ぐ
こ
と

に
し
よ
う
。

◆
準
術
体
操
を
す
る
、
充
分
休
息
す
る

自
分
の
力
を
考
え
て
泳
ぐ
な
ど
、
水

泳
の
心
得
を
守
る
よ
う
に
し
よ
う
。

◎
登
山
・
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
な
ど
に

つ
い
て

◆
児
茄
・
生
徒
だ
け
で
整
山
・
キ
ャ
ン

プ
・
海
水
浴
へ
い
っ
て
は
な
ら
な
い

◆
保
漉
者
が
同
行
し
、
ま
た
は
経
験
の

あ
る
成
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
て
、

月[I暇社会行卓嘉瀬，,、喜良市,，

7.20日|'Iwjf■飢麺

1，21月
22火 職 淵 興 ’

一両水Wf溌。
24木,，

25金、,
Cl

26rR:HQIW↑雛’
↓ｱー､休み27日

28月

29火

30水

31木

8 ．1金，、

2土

3,日令ブー 彫休みプー心,0み
国

4月烏
一一~~一一.~､母一=一-－

5火体fリ里,テー.ルダ

6水WW1閲閉鼎盟嚇

7木
一一■一一一二二＝＝＝

8 金v

9土

1i－－－
1，10日プー心休み

一一一

11月

12火

13水力盆ブｰﾙ休みプー鰯休み

14木プー彫休みプー4休み

15金,､ブｰ鴎体ハプー4休み
公．

ー一一一一一一一予

1 6土？
一一一■つ

り

’7日、:，プー鮎休みfど錨食

18月

19火

20水

一一一一＝言
2 1木

22金

23土町田式

24日

|－万月‘,‘両．
－－－＝

’'6=*－－－言一一側L乳癒

金木小
〔た■ャ、

金木備中 金木 底 学院金木中月[I 社会行卓 嘉瀬'1， 喜良市小 蒔田小 川倉小
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1.岳侮庚冊

T

侭貝式男■式､■式脚■式軒■式卜■休み《ず

式貞

ぴ
圃

呈
口
凡

カ
ー

侭
プ プー応1tみ

一

↑中体廻畠大食(八脚〉

｜閃■R出し

，｡I;’ど&食i↓

一
■
艸
現
一
■

控f’ども曲分宿

篭空I驚 和
四
一

損
ｊ

ｎ
Ｉ

畔
祁

ｌ
ｌ
ｉ合も

、
ど７

Ｊ
も

岬
４

千
１
斗
一
いんプ

||緋鯛

保
識
者
が
同
意
し
て
い
る
場
合
は
よ

ろ
し
い
。

◆
実
施
す
る
場
合
は
、
担
当
の
先
生
を

通
じ
て
学
校
長
に
届
け
出
て
許
可
を

得
よ
う
。
（
父
母
を
含
む
家
族
で
出

か
け
る
時
は
別
）

◆
亦
前
の
準
備
・
無
理
の
な
い
計
画
・

食
物
・
薬
紬
な
ど
に
充
分
気
を
く
ば

り
、
絶
対
塀
故
の
な
い
よ
う
に
し
よ

声
『
ノ
。

◆
山
や
海
で
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
気
持

ち
よ
く
野
外
活
動
を
す
る
こ
と
に
心

が
け
よ
う
。

◎
娯
楽
や
遊
び
に
つ
い
て

◆
テ
レ
ビ
・
映
画
・
雑
誌
な
ど
は
よ
く

内
容
を
調
べ
、
良
い
悪
い
を
判
断
し

■
胡

■
Ｐ
ｄ
↓

卿
枕
上

２
牢
－
．
・
李

Ｌ分
食
ド

馳
細
“
》

卜
ｆ
プ

週
已
辺
や

山
貞
了

み
Ｌ
Ⅲ
印

恥
恥
枕
岬

去
即
碓
心

プ
摩

卑
〃
凪

孚
ャ
山

３
斗
ａｌ 卜

↓'

1蟻
傍■式

一
＃
一
一

ウ
ェ
ィ
ト
リ
フ
テ
・
ジ
グ
ｔ
皿
●
大
台
出
口

一
パ
レ
山
△
Ｄ
■

二
一
二
二
二
Ｅ
Ｉ
Ｅ

令
旧
畠
陀
且
体

出廠11
（櫛*用弗）

て
見
た
り
読
ん
だ
り
し
よ
う
。

◆
花
火
な
ど
で
遊
ぶ
と
き
は
、
入
ご
み

や
人
家
の
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

さ
け
、
後
始
末
は
き
ち
ん
と
し
よ
う

◆
ボ
ー
リ
ン
グ
・
つ
り
堀
な
ど
禁
止
さ

れ
て
い
る
遊
び
を
し
て
は
な
ら
な
い

◆
か
け
ご
と
な
ど
よ
く
な
い
遊
び
は
、

は
っ
き
り
し
た
態
度
で
断
わ
ろ
う
。

◆
人
間
の
働
き
を
な
く
し
、
欲
望
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
す
る
刺
激
済

は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
心
し

て
誘
惑
を
退
け
、
魂
を
う
ら
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。

H－
伸
別
函

凪一I塗
↑ そ

の
他

名

＃
幟
障
負
卸

比
沖
俸
川

岡野画lHL

ブー "“ト

ヨ
寺

u寮パレート
リ掴《

全
本
日
■
う
り
－

１ ’ルー国

競
I平冒ﾖ毒

Ⅱ

◆
外
出
の
時
間
・
帰
宅
時
刻
・
プ
ー
ル

の
使
用
な
ど
小
・
中
・
高
そ
れ
ぞ
れ

各
学
校
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
に
つ

と
め
よ
う
。

◆
町
内
各
神
社
の
脊
宮
（
よ
い
み
や
）

夏
ま
つ
り
、
川
倉
地
蔵
尊
大
祭
に
つ

い
て
は
、
家
族
同
伴
の
外
出
を
原
則

と
し
、
一
人
歩
き
を
さ
け
、
心
し
て

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

◆
夏
休
み
の
校
舎
利
用
・
ク
ラ
ブ
（
部
）

の
練
習
に
つ
い
て
は
、
各
校
そ
れ
ぞ

れ
の
計
画
に
従
っ
て
問
題
の
な
い
活

動
を
し
よ
う
。

◆
他
校
に
は
、
許
可
な
く
立
ち
入
ら
な

い
こ
と
と
し
、
使
用
を
許
可
さ
れ
た

場
合
も
特
に
気
を
つ
け
よ
う
。

岡■日出L岫亘式

i塗
目梛f

r

■
Ｉ
－
ｆ

写生火脅｜脳I鋸1

岫白式l岫圃式r{飼叩各廃合

桧内水i＊大食 岫画式

榊砿衝｜暁1細|",ロバ 勧自式
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◎
創
立

◎
学
級
数

．
児
童
数

．
教
員
数

で
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
谷
川
の
せ
せ

ら
ぎ
の
中
に
フ
ジ
の
花
が
浦
ら
か
に
咲

き
匂
う
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。

明
治
十
二
年
二
月

六
学
級

百
三
十
三
名

八
名名◎

校
章

学
区
内
の
川
倉

部
落
を
両
外
側
の

太
い
三
本
の
横
線

で
、
藤
枝
部
落
を

円
形
の
フ
ジ
の
花

，
、

地
域
ぐ
る
み
の

つ
ま
り
、
二
つ
の
部
落
が
学
校
を
中

心
に
和
合
し
て
部
落
を
糊
ま
せ
、
栄
え

さ
せ
て
い
く
伯
条
を
ｌ
親
か
ら
子
へ
ｌ

先
輩
か
ら
後
輩
へ
ｌ
と
受
け
継
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
、
和
気
繭
藷
の
気
風
を
育
て

学
区
民
の
繁
栄
を
願
っ
て
明
治
三
十
二

年
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
こ
そ
わ
が
校
の
誇
り
で
す
。

◎
学
校
の
状
況

昭
和
三
十
四
年
の
二
月
に
現
在
地
に
新

校
舎
が
落
成
、
校
庭
外
に
①
愛
生
嗣
（

八
九
九
㎡
）
、
②
学
校
ス
キ
ー
場
（
五

○
○
㎡
）
、
③
学
校
林
（
六
畑
）
を
有

す
る
の
が
特
色
、
外
に
プ
ー
ル
あ
り
、

ま
た
℃
四
十
七
年
に
運
動
場
約
八
○
○

○
㎡
岡
収
、
現
在
整
地
中
、
周
囲
に
松

を
植
え
緑
豊
か
で
静
か
な
学
校
で
す
。

こ
れ
ら
、
用
地
の
大
半
と
施
設
に
つ

い
て
は
財
産
区
・
学
区
民
の
寄
付
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
奉
仕
活
動
に
よ
り
完
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。

学
区
民
は
、
教
育
に
つ
い
て
深
い
理

解
と
関
心
を
示
し
、
極
め
て
協
力
的
で

す
。
昨
年
度
そ
の
活
励
が
認
め
ら
れ
、

県
連
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
県
教
委
か
ら
表
彰
さ
れ

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
管
理
下
外
保
険
の
無
事
故

成
緬
で
県
連
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
は
特
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
専
門
委
員

会
が
自
主
的
運
営
に
あ
た
り
、
効
果
を

高
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

川
倉
小
学
校
長

藤
田
与
左
工
門

教
育
を

●
第
一
一
選
挙
区
（
旧
嘉
瀬
）

木
下
俊
蔵
（
下
派
立
）

木
立
久
一
（
上
昭
和
町
）

津
田
秀
彦
（
上
昭
和
町
）

伊
藤
一
輔
（
下
小
栗
崎
）

沢
田
政
孝
（
後
町
）

●
第
三
選
挙
区
（
旧
喜
良
市
）

秋
谷
正
義
（
林
町
）

◎
本
校
教
育
の
め
ざ
す
も
の

ひ
と
り
ひ
と
り
が
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
が
ひ
と
り
の
た
め
に
つ
く
す
（

赤
十
字
の
精
神
）
こ
と
を
伯
条
と
し
、

子
ど
も
と
教
師
と
父
雌
と
が
鼎
（
カ
ナ

エ
）
と
な
っ
て
教
育
を
考
え
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
三
者
が
一

衝
し
た
努
力
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、①

こ
の
よ
う
な
学
校
環
境
を
ひ
と
り
ひ

と
り
が
敢
大
限
に
活
用
し
、
生
活
を
高

め
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

②
教
師
と
子
ど
も
の
関
係
を
相
互
伯
頼

金
木
町
農
業
委
員
会
委
員

決
ま
る

七
月
十
五
日
投
票
日
の
金
木
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
に
よ
り
、
次
の
方
々

が
委
員
に
選
ば
れ
、
当
選
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

●
第
一
選
挙
区
（
旧
金
木
）

櫛
引
政
雄
（
金
木
）

泉
谷
勉
（
川
倉
）

白
川
峯
雄
（
蒔
田
）

沢
田
茂
昭
（
金
木
）

前
田
宙
美
術
（
神
原
）

竹
内
義
就
（
藤
枝
）

野
宮
敏
雄
（
金
木
）

身

と
尊
敬
の
並
場
に
お
き
、
子
ど
も
の
活

動
の
成
果
が
子
ど
も
自
身
の
責
任
感
と

協
力
性
が
高
ま
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

◎
本
校
教
育
の
方
策
一
例

①
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
、
図
工
・

音
楽
・
体
育
に
つ
い
て
は
、
多
学
年
制

の
あ
る
型
に
よ
っ
て
教
師
が
役
割
分
担

を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
多
角
的
に
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
し
ま
す
。

②
重
要
行
事
で
あ
る
運
勤
会
三
回
）

遠
足
三
回
）
全
校
キ
ャ
ン
プ
三
泊

三
Ⅱ
）
ス
キ
ー
大
会
、
児
童
委
員
会
活

動
等
（
愛
の
一
円
募
金
運
動
、
病
院
見

今
英
一
（
下
町
）

桑
田
一
生
（
岩
見
町
）

み
ん
な
の
力
で

き
れ
い
な
町
づ
く
り

金
木
町
赤
十
字
奉
仕
団

金
木
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
委
員
長
花

田
柾
義
）
で
は
、
六
月
二
十
八
日
嘉
瀬

山
観
音
付
近
を
、
ま
た
七
月
四
日
に
は

芦
野
公
園
招
魂
堂
付
近
を
清
掃
し
、
地

域
住
民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

夏
・
秋
に
か
け
て
、
芦
野
公
園
や
観

音
山
な
ど
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
す
る
家
族

連
れ
が
多
く
、
ゴ
ミ
の
あ
と
し
ま
つ
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
清

掃
奉
仕
は
関
係
者
の
あ
い
だ
で
明
る
い

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ａ
月
岨
日
は

成
人
を
祝
う
会
へ

今
年
の
〃
成
人
を
祝
う
会
〃
は
、
八

月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
今
回
の

対
象
と
な
る
新
成
人
は
、
昭
和
五
十
年

一
月
十
六
日
か
ら
同
五
十
一
年
一
月
十

舞
青
少
年
赤
十
字
の
集
い
）
は
、
同
年

令
と
い
う
「
ワ
ク
」
を
は
ず
し
て
活
動

さ
せ
て
い
ま
す
。

③
本
年
二
月
全
国
造
形
教
育
美
術
展
で

「
優
良
校
」
受
賞
を
受
け
、
今
年
度
は

毎
週
一
時
間
、
全
校
同
一
に
図
工
時
間

を
設
け
、
教
師
集
団
が
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
い
ま
す
。

以
上
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と
り
が
学
校
と

い
う
社
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

効
率
の
高
い
学
習
や
活
動
を
す
す
め
る

た
め
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
進
ん
で
い
る

の
が
本
校
の
姿
で
す
。

五
日
ま
で
の
間
に
、
満
二
十
才
と
な
ら

れ
る
人
た
ち
で
す
。

金
木
町
に
住
民
票
の
あ
る
人
へ
は
案

内
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
住
民

票
が
他
市
町
村
に
あ
る
人
に
つ
い
て
は

案
内
が
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
金
木
町
教

育
委
員
会
へ
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

み
ん
な
で

〃
愛
の
献
血
〃
を

交
通
事
故
の
絶
え
な
い
今
日
、
輸
血

に
使
用
す
る
血
液
の
量
は
莫
大
で
、
血

液
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
ま
す

ま
す
献
血
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

八
月
四
日
、
左
記
の
場
所
で
献
血
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
隣
り
近
所
を
誘
い
あ
っ

て
、
み
ん
な
で
献
血
に
協
力
し
ま
し
ょ

戸
司
ノ
。◎

金
木
町
役
場
前

一
○
二
二
○
～
三
言
○
○

．
金
木
営
林
署
前

二
一
言
三
○
～
一
四
二
二
○

◎
金
木
病
院
前

一
四
一
四
○
～
一
五
二
二
○

（3）
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峨
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
次
の
方
々
に

二
十
万
円
（
国
依
）
の
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
昭
和
五
十
年
四
月
現
在
特
別
弔
慰
金

を
受
給
し
て
い
る
方
や
、
受
給
権
を
有

し
て
い
た
が
未
請
求
の
た
め
失
権
し
た

方
。◎

昭
和
四
十
七
年
以
降
に
遺
族
年
金
・

公
務
扶
助
料
等
を
受
給
し
て
い
た
方
が

死
亡
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
事
由
で
失

椛
し
、
こ
れ
ら
の
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
の
遺
族
及
び
受
給
権
の
み
取
得
し

た
遺
族
。

◎
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
、
同
十

六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
問
に
死
亡
し

た
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
の
遺
族
で
、

遺
族
年
金
・
公
務
扶
助
料
等
の
受
給
権

者
が
い
な
い
場
合
の
遺
族
。

※
詳
し
い
こ
と
は
役
場
民
生
課
へ

ど
う
ぞ
″

今
年
は
「
国
民
参
政
八
十
五
周
年
」

「
普
選
五
十
周
年
」
「
婦
人
参
政
三
十

周
年
」
の
年
に
あ
た
る
の
で
、
こ
れ
を

記
念
し
て
各
記
念
会
で
は
、
記
念
論
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
内
容
と
標
題

内
容
は
、
広
く
選
挙
に
関
す
る
も
の

特
別
弔
慰
金
支
給
法
改
正

″
選
挙
へ
の

提
言
″

記
念
論
文
募
集

（
６
月
届
出
分
）

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
田
桐
淑
仁
（
博
長
男
）
金
木

佐
藤
新
（
偏
也
３
男
）
金
木

勝
浦
伸
人
（
浩
二
長
男
）
喜
良
市

今
千
姉
（
茂
長
女
）
喜
良
市

佐
藤
教
（
幸
治
３
男
）
金
木

角
田
多
香
子
（
光
男
長
女
）
金
木

白
川
裕
樹
（
文
雄
長
男
）
川
倉

秋
元
瓦
由
美
（
秀
樹
長
女
）
藤
枝

桜
庭
綾
（
昭
助
長
女
）
喜
良
市

中
野
功
禎
（
博
之
２
男
）
金
木

白
川
な
ぎ
さ
（
博
昭
２
女
）
金
木

今
裕
文
（
兼
雄
２
男
）
喜
良
市

吉
崎
雅
俊
嬬
則
長
男
）
嘉
瀬

ｆ

と
し
、
学
術
的
研
究
あ
る
い
は
自
己
の

実
践
活
動
の
体
験
な
ど
か
ら
、
選
挙
を

明
る
く
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
、
具
体

的
提
言
を
含
ん
だ
も
の
と
し
ま
す
。
標

題
は
自
由
で
す
。

●
応
募
条
件

一
、
原
稿
の
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
性
別

生
年
月
日
お
よ
び
職
業
（
学
生
の
場
合

は
、
学
校
名
・
学
年
）
を
記
入
す
る
。

二
、
応
募
作
姉
は
未
発
表
の
も
の
・

三
応
募
陳
稲
は
返
却
し
な
い
・

四
、
入
選
論
文
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
運

動
の
た
め
自
由
に
使
用
で
き
る
も
の
。

堯
岐
優
秀
作
品
は
選
挙
関
係
刊
行
誌
に

発
表
す
る
。

●
応
募
枚
数

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内

●
締
め
切
り

昭
和
五
十
年
十
月
三
十
一
日

（
当
日
消
印
有
効
）

●
発
表

昭
和
五
十
一
年
一
月
中
旬

●
賞般

優
秀
賞
（
一
名
）
三
十
万
円
・
優

秀
賞
（
二
名
）
十
万
円
・
佳
作
（
十
名
）

記
念
紬

●
送
り
先

〒
Ⅱ
東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷
公
園
一

番
三
号
市
政
会
館
内

「
普
選
即
周
年
記
念
会
」
懸
賞
論
文
係

西
村
学
（
三
男
長
男
）
喜
良
市

櫛
引
要
平
（
治
光
長
男
）
金
木

前
田
吏
加
（
淌
明
長
女
）
神
原

西
村
和
也
（
一
男
長
男
）
喜
良
市

大
橋
宏
徳
（
雅
明
長
男
）
喜
良
市

荒
関
龍
栄
（
博
長
男
）
金
木

竹
内
千
佳
子
（
信
夫
長
女
）
藤
枝

松
川
修
子
（
平
昭
長
女
）
嘉
瀬

白
川
道
代
（
兼
昭
２
女
）
川
倉

中
西
美
長
子
（
清
彦
長
女
）
金
木

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

へ
津
脇
服
一
（
文
治
典
男
）
金
木

一
山
川
静
子
（
古
極
３
女
）
東
成
都

へ
中
村
正
夫
（
春
吉
４
男
）
神
奈
川

一
内
海
セ
ッ
ヱ
（
袖
蔵
煙
女
）
那
瀬

（
僻
川
み
諏
華
一
峨
峨
郎
岬
妙
一
僻
雑
岬

（
洲
知
一
子
（
蕊
峨
砿
）
卿
耐

（
岬
却
雌
柾
”
堤
評
恥
幽
娠
秘
釧
袖

（
卿
多
睡
碑
郎
溌
濠
僻

（
畦
峠
川
椛
据
一
睡
推
瀝
“
一
鋤
王
挫

（
惟
誇
唾
識
一
郭
劃
州
韮
鋤
一
岬
里
輌

（
毬
御
鍔
辨
一
率
奉
卿
型
鋤
一
嘩
力
榊

（
蛎
岡
脚
羅
三
錨
謁
編

（
岬
畔
鋤
読
一
郡
訓
州
媚
鋤
一
唾
岡
峠

へ
小
山
内
定
美
（
治
三
郎
４
男
）
千
葉
市

一
山
田
幹
子
（
勝
兄
長
女
）
金
木

（
齢
袖
唖
準
一
極
峨
唾
鋤
一
種
造
峠

（
到
吟
訓
辞
一
耐
挿
州
韮
鋤
一
州
力
術

（
“
鋤
寺
啼
塞
迄
鋤
峡
江
窪
“
一
稚
手
畔

へ
漉
辺
成
古
（
貞
古
３
男
）
宵
森
市

／
伊
藤
洋
子
（
正
彦
２
女
）
嘉
瀬

（
撹
久
裂
硬
郎
溺
姦
蕪

（
荊
峠
七
榊
恥
一
神
郷
曄
鋤
一
惇
里
崎

（
確
帝
唖
珪
一
蝿
轆
率
鈍
一
率
辨
岬

（
恥
咋
鋤
秘
一
癖
幽
沁
叫
一
轤
所
癖

（
抑
準
獅
訓
一
乍
郵
窪
趨
一
報
田
辨

（
》
癖
ゆ
↑
誌
一
“
蹄
鐸
鋤
一
轆
前
幟

（
識
祁
爆
秘
一
蔀
鮨
峰
鋤
一
幅
里
噸

（
綴
厚
型
蜂
溺
巍
柵

、
川
介
倫
商
（
恥
郎
２
男
）
石
川
雌

一
野
戸
谷
た
け
子
（
淌
吾
２
女
）
嘉
瀬

（
榊
輌
榊
稚
一
奔
埜
鋤
程
型
一
耕
奈
剛

へ
田
村
滴
（
蝶
２
男
）
審
良
市

一
鈴
木
豊
子
（
誠
２
女
）
北
海
道

（
御
峠
榊
垂
一
睡
榊
門
睡
鋤
一
麺
所
獅

（
馴
総
一
（
姪
随
浬
）
噸
榊

（
澤
岻
礼
子
銅
娘
殿
銅
門
麩
鍔
一
垂
密
柿

へ
高
坂
克
宏
（
清
次
長
男
）
青
森
市

一
今
幸
子
（
克
太
郎
２
女
）
喜
良
市

『
北
田
竹
美
二
太
郎
３
男
）
岩
手
県

一
伊
藤
俊
子
定
三
長
女
）
金
木

（
細
榊
英
霊
潅
挙
誼
筆
一
郭
海
秘

（
晒
酎
牡
》
一
地
銅
建
筆
一
軒
里
緬

（
鮒
霜
悪
鶏
忘
施

、
西
元
新
治
（
功
次
男
）
静
岡
県

一
須
崎
久
子
（
長
九
郎
４
女
）
喜
良
市

（
轆
西
稲
識
一
稗
咋
郎
奉
率
一
蓉
鋤
耐

（
壷
雌
錘
砺
一
唾
繩
程
鍔
一
錘
島
辨

（
評
峪
真
癖
毒
奉
聖
鍔
一
軸
潟
唖

（
雄
喉
纒
↑
壺
轄
雄
垂
鍛
一
毒
密
誌

（
幅
癖
識
搾
一
転
華
郎
率
雲
一
罐
森
称

（
岼
御
幟
諦
一
秀
握
郎
鐸
雲
一
葬
力
軸

へ
今
正
江
（
定
雄
２
男
）
喜
良
市

一
内
山
美
津
子
（
又
蔵
５
女
）
北
海
道

、
鈴
木
悦
雄
（
松
雄
長
男
）
金
木

一
蛯
名
幸
子
（
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西
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（
卯
才
）
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元
雄
逸
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訴
才
）
嘉
瀬

木
村
米
八
（
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才
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嘉
瀬

原
田
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（
“
才
）
中
柏
木

長
尾
竹
彦
（
４
才
）
金
木

須
崎
由
信
（
但
才
）
嘉
瀬

桑
田
孝
（
調
才
）
喜
良
市

角
田
勇
次
郎
（
ｍ
才
）
金
木
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